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東京新聞（2022 年 1 月 7 日付）より転載　107 頁よりお読み下さい。
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東京新聞（2022 年 1 月４日付）より転載

中中国国社社会会科科学学院院とと有有澤澤廣廣巳巳文文庫庫  

                                        何何  方方  
 

有澤廣巳先生の一周忌に際して、その生前の中国友人は皆尊敬の心持をもって、中国人民、

とくに中國學術界との旧い友人を懐かしんでいる。中日友好増進と両国学術交流促進のために

先生が大きな意欲をもち、大いに頑張っておられたことは永遠に忘れられない。先生の深みの

ある学問、高尚な人格ならびにその卓越する貢献は不滅の灯火の如く、今後も輝いていくであ

ろうし、後進の励ましにもなるであろう。 

先生は中日友好を一貫して主張しており、晩年に両国の学術交流にとくに力をいれて、いつ

も余生をこの崇高なる事業に尽くしたいといっておられた。一九七九年、日中人文社会科学交

流協会が発足して、 先生は会長に選ばれ、ただちに中国社会科学院の招待により、代表団を

率いて、中国を訪問された。訪中の際、中国の学界と幅広くつきあい、多くの中国学者と友人

になり、その幅広い知識と質素な作風をもって皆に愛されていた。それと同時に、日中人文社

会科学交流協会を代表して、中国社会科学院といろいろの交流と協力の関係を結び、定期的な

学者の相互訪問を決定した。中日国交回復後の両国学術交流において、先生は重要な開拓者で

あった。 

 一九八〇年春、宦郷副院長をはじめとする中国社会科学院代表団の訪日にあたり、私もそ

の団員の一人として訪日参列の幸を得た。先生は自から接待を組織し、われわれとの歓談を楽

しまれた。宦郷副院長が中国社会科学院で日本研究所の設立を決めたことを説明したとき、先

生はその座で賛成し、私に対し大いに支援するとおっしゃられ、翌年、私をはじめとする日本

研究所代表団訪日の招待を通知して下さった。その後、有澤先生は日本研究所の成長に関心を

寄せ、日本学術団体と研究機関との連繋を斡旋され、関係資料の収集と提供を行うとともに、

日本研究所の在日留学者の面倒をみてくださった。先生ご自身が冗談半分にいわれたように、

先生は日本における日本研究所の後援者であり、代理人であられた。日本研究所の今日までの

成長は、ひとえに先生のご関心とご協力の賜ものである。 

日本研究所の発展のために発生は大いに心血を注ぎ、大きな貢献をたまわった。疑いもな

く、先生がこのようにされたのはただ一研究所のためばかりでなく、中日両国の相互理解、人

民友情の促進ならびに双方の学術交流推進を期待されたがためにほかならない。日本研究所の

みならず、中国における日本研究者は学界をあげて深い感激で永遠に先生を懐かしんでいくこ

とであろう。 

一九八一年春、先生とご夫人は二回目の訪中を行ない、私が杭州、上海等各地への旅行に

お伴をした。旅行の途次、天声人語、古今東西、大いに話しに花を咲かせた。その間の情にみ

ちた、たのしい情景は私の生涯の思い出になっている。先生は中国に情をうつし、中国の山水

風光に愛情をもち、一度ならず、訪中の意向を表わしておられた。残念ながら、体調が芳しく

なく、ついにそれは実現できなかった。その後、私が訪日の度、先生は必ず手あついもてなし

をして下され、膝を交えて懇談した。年齢、とくに学問からいって、私はすべて先生の弟子に

すぎないが、先生はいつも上下なく、謙虚で友達づきあいをして下さった。私もこの忘年の友

情を大切にしてきた。私個人との関係ではなく、先生の中国を愛する心、中日友好と両国学術

交流に尽くす心がそこにあったと思う。  

先生の卓越した学問成果と中国学術交流に対する重大な貢献により、中国社会科学院は一九

八五年、 先生に名誉博士号をお贈りした。この博士号を授与された外国人学者は今までに二
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人しかいないが、先生はその中の最初の一人なのである。 

先生の主たる著作は今や日本経済を研究する中国学者の必読の書籍となっており、先生が唱

導した著名な「傾斜生産方式」と日本経済の「二重構造」理論はすでに中国経済界の常識にな

っている。先生は中国の学術界でよく知られており、中国の学者、経済実務に携わる人たち

は、中国の経済建設問題を検討するとき、先生の学說から有益な參考を勉強しているのであ

る。 

中国の日本研究をバックアップし、それに協力するために先生は一再ならず、生涯に蓄積し

た大切な蔵書を中国社会科学院日本研究所に贈与するといっておられた。一九八七年初め、

『資本論』ドイツ語版の第一刷等、珍本の書籍を含んだ二万冊に近い図書が北京に運ばれてき

た。それをよく保管し、充分に利用するために、また日本研究所と中国の日本研究にたいする

長期の関心を記念するために、日本研究所は全国開放の「有澤廣巳文庫」を設立することと

し、数カ月の準備の後、一九八七年五月二十二日にその開所式を行なった。開所式には、中日

友好協会名誉会長、現国家副主席の王震先生、関係責任者ならびに著名な学者として胡縄、馬

洪、宦郷、許條新、趙復三、張香山と孫平化等が出席した。残念なことに有澤廣巳発生は病気

で出席できず、その門下生である中村隆英先生が代理として先生の祝賀のメッセージを読みあ

げた。開所式のビデオテープは先生も数回ご覧になり、大変喜ばれて、その後も一度ならず話

題にして下さった。  

一九八七年十一月、先生個人の招待により、私は今一度日本を訪れた。期間は短かかったけ

れども、三回も懇談した。胡縄院長に代り、また私個人の名において、三峡くだり、桂林鑑賞

の宿願を実現するよう翌年花盛りの春、先生が再度訪中されるよう申しいれた。思いもよら

ず、この度の会見は訣別になり、再び旅行にともなう計画は永遠に実現できなくなった。  

先生は逝去された。中国の学術界は重鎮の旧き友人、中国社会科学院と日本研究所に関心を

寄せて下さる著名学者を失い、私個人は心得難い異国の忘年の友を失ってしまった。先生を記

念するには、その学説と人格を手本にして、先生のように日中友好と両国学術交流のために尽

くすべきである。先生は永遠にわれわれの心に生きているであろう。「有澤廣巳文庫」は先生

への永久な記念になるであろう。 

 有澤廣巳先生は永遠に不滅である。  

 

（か・ほう：中国社会科学院日本研究所の初代所長（1922－2017）。1997 年に論文『我々は

日本と友好的にやっていけるか』を発表。日中は歴史問題から解き放たれるべきだと主張。

「対日新思考」と呼ばれる考え方の先駆けとなった） 

 

編編集集部部注注：本原稿は、前号（33 号）に寄稿していただいた椎名鉄雄氏から、できれば掲載し

てほしいということで送られてきた。日中関係があまり良くない時期には本稿掲載の意味もあ

るのではないかと思った。有澤廣巳は1938 年、人民戦線事件により大内兵衛らと共に治安維

持法違反で起訴され、東大を休職処分になるが二審で無罪。戦後、法政大学総長などを務めて

いる。本稿は『有澤廣巳の昭和史』（東京大学出版会、1989 年刊）に収録されている。著書

として他には『ワイマール共和国物語』などがある。 
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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

 

――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――  

 

 1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によ

って多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々

たる白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したい

ので許可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を

経て中央へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されまし

た。 

1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人

開拓民たちのおよそ 5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの

人たちに知られておりません。 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されてい

る公墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本

人の中国への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベル

での友愛精神を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方の

ご支援ご協力をいただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円  団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

方正友好交流の会 

101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-6 日中科学技術文化センター内 

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 Email:ohrui@jcst.or.jp 

郵送振込口座番号 00130―5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス http:/www.houmasa.com/ 
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＜＜報報告告＞＞        あありりががととううごござざいいままししたた！！  

前号の 33 号入稿後、2021 年 12 月１日以降にご送付いただいた会費及びカンパされた

方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうございました。（敬称

略、2022 年 3 月末日までの分です） 

池池川川玲玲子子  岡岡庭庭成成⺒⺒  毛毛利利悦悦子子  渡渡辺辺芙芙美美子子  牧牧野野八八郎郎  中中島島茂茂  小小林林勝勝人人  正正田田昌昌晴晴  
石石井井昭昭男男  清清嶋嶋一一順順  滝滝永永登登  高高橋橋守守男男  田田中中澄澄江江  中中島島幼幼八八  ⼤⼤⻄⻄広広  湯湯川川誼誼  北北村村栄栄  
木木村村孝孝司司  末末広広一一郎郎  松松村村静静子子  山山口口真真  佐佐藤藤守守男男  小小玉玉正正憲憲  篠篠原原孝孝  松松成成亮亮太太    
岡岡崎崎雄雄兒兒  神神田田秀秀一一  上上条条八八郎郎  皆皆川川純純麿麿  伊伊藤藤眞眞理理子子  渡渡辺辺一一技技  高高橋橋紀紀代代子子  出出口口三三平平  
原原紀紀道道  ⿊⿊井井秋秋夫夫  藤藤後後博博⺒⺒  馬馬場場永永子子  芹芹沢沢昇昇雄雄  塚塚田田恵恵子子  酒酒井井武武史史  片片岡岡祐祐子子    
江江藤藤昌昌美美  田田中中正正昭昭  原原田田作作  藤藤原原作作弥弥  米米濱濱泰泰英英  柳柳生生じじゅゅんん子子  小小出出公公司司  小小倉倉光光雄雄  
宮宮城城恭恭子子  上上⻄⻄隆隆全全  柳柳瀬瀬文文恵恵  安安間間ちちょょうう子子  NNPPOO 法法人人ややままななみみ  伊伊藤藤昭昭  橋橋本本聰聰    
⿊⿊木木皆皆夫夫  竹竹内内良良男男  米米山山東東伊伊  山山本本寛寛  吾吾孫孫子子隆隆  奥奥田田俊俊夫夫  寺寺本本康康俊俊  服服部部健健治治    
扇扇谷谷正正紀紀  篠篠田田欽欽次次  阿阿久久津津国国秀秀  酒酒井井哲哲夫夫  岡岡百百合合子子  小小林林淨淨子子  石石川川尚尚志志  田田澤澤仁仁  
東東海海林林次次男男  椎椎名名鉄鉄雄雄  中中島島紀紀子子  小小坂坂井井和和夫夫  ⻲⻲山山英英雄雄  村村上上弘弘充充  ⻄⻄沢沢昭昭裕裕  山山本本武武  
根根田田春春子子  篠篠原原淳淳子子  柳柳瀬瀬恒恒範範  鈴鈴木木春春夫夫  仁仁木木茂茂  近近藤藤和和子子  可可児児力力一一郎郎  塚塚原原常常次次    
櫻櫻庭庭ゆゆみみ子子  高高田田京京子子  井井上上定定彦彦  矢矢吹吹晋晋  岩岩間間孝孝夫夫  ⼤⼤野野正正夫夫  梅梅村村容容子子  櫻櫻井井正正美美  
松松本本莉莉恵恵  竹竹中中一一雄雄  阿阿部部則則司司  秋秋吉吉任任子子  南南村村豊豊實實  新新谷谷陽陽子子  窪窪田田かかづづよよ  三三橋橋牧牧  
﨑﨑山山ひひろろみみ  久久保保和和男男  ⻄⻄岡岡秀秀子子  岩岩下下壽壽之之  鈴鈴木木秀秀年年  森森博博勇勇  伊伊東東秀秀子子  團團野野廣廣一一    
山山内内るるりり  竹竹井井成成範範  高高部部明明敏敏  奥奥村村信信子子  高高橋橋礼礼二二郎郎  高高橋橋健健男男  小小林林ささゆゆりり  上上村村力力  
高高橋橋甫甫子子  石石井井妙妙子子  山山田田敬敬三三  高高橋橋美美好好  水水野野恵恵子子  中中井井詔詔太太郎郎  ⼤⼤田田宣宣也也  谷谷川川弘弘  
平平沢沢千千恵恵子子  栁栁澤澤永永一一  十十時時哲哲哉哉  加加藤藤毅毅  澤澤岡岡泰泰子子  篠篠原原国国雄雄  衣衣笠笠弘弘志志・・博博子子    
野野崎崎朋朋子子  小小岩岩盛盛廣廣  ⿊⿊岩岩満満喜喜  小小田田淑淑代代  横横堀堀谿谿  澤澤津津直直也也  ⼤⼤澤澤⼤⼤介介  新新井井孝孝之之    
小小柳柳公公代代  広広田田彰彰夫夫  早早川川浩浩市市  掛掛谷谷敏敏男男  手手塚塚登登士士雄雄  藤藤村村光光子子  キキククチチカカズズヤヤ    
栗栗林林稔稔  武武村村恵恵里里  名名取取敬敬和和  ⻑⻑谷谷川川清清司司  ⼤⼤島島満満吉吉  野野口口壽壽一一  巻巻口口清清美美  成成田田晃晃一一  
千千田田優優子子  小小池池イイヨヨ子子  貞貞平平浩浩  齊齊藤藤春春夫夫  堀堀泰泰雄雄  出出口口孝孝樹樹  横横井井幸幸夫夫  伊伊原原忠忠・・泰泰子子  
小小野野晋晋也也  神神﨑﨑助助男男  藤藤勝勝徳徳  岡岡田田弥弥生生  高高木木雅雅之之  鈴鈴木木幸幸子子  飯飯島島春春光光  田田中中敏敏博博    
佐佐藤藤すすみみ江江  高高山山直直人人  澤澤田田洋洋  田田宮宮昌昌子子  藤藤原原知知秋秋  島島辰辰夫夫  及及川川淳淳子子  野野沢沢達達雄雄    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
≪≪編編集集後後記記≫≫  

  まず、会員及び支持者の皆様、会費やカンパをお送りいただき、今号もこのよう刊行す
ることができました。お陰様で会報を知る人たちも多く、今号にはロスアンゼルスに滞在
する鶴⻲彰さんからメールが来て、本誌に寄稿していただくようにもなり、会の存在の広
がりを実感しております。改めて寄稿していただいた方々、貴重な新聞記事など資料をお
送りいただいた方々、皆さん、ありがとうございました。 

群馬県前橋市在住の堀泰雄さんからは各紙の記事をご送付いただき、メールでも貴重な
情報をいただいております。前にもご紹介しましたが堀さんは、エスペランティストとし
て⼤活躍され、拙著『エスペラント』の終章での＜なぜ、エスペラントは普及しないの



― 113 ―

か？！＞という木村護郎クリストフ（上智⼤学教授）さんと⼤類との対談でも、世界に発
信して活躍されている堀さんに言及しています。 
 また新潟県村上市在住の野田尚道さんからも「サンデーいわふね」の記事をご送付いた
だきました。この新聞は、野田さんが在住する新潟県村上市と近隣の地域を一つのエリア
とする週刊の広域新聞です。私は初めてこの新聞を知り、地方でいろいろと発信する媒体
があるのだと眼を開かせられました。 

日本や世界で日々起こっていることを我々が知るのは、テレビや新聞という⼤手メディ
アが多いのですが、近年のマス・メディアの体制寄りの姿勢を見せつけられると、ミニ・
メディアともいうべき地方の小新聞の活躍は私たちを、「日本はまだまだ捨てたものでは
ない」と⼤いに元気づけてくれます。 

ここまで書いてきて、今は亡き不屈のジャーナリスト・むのたけじさんを思い出しまし
た。むのさんは朝日新聞記者として戦中を過ごしましたが、戦後、戦争に加担した朝日新
聞社から誰も責任を取ろうとしない状況を見て、自ら辞表を提出して故郷の秋田県横手市
に帰り、横手から「週刊たいまつ」を発刊し続けました。戦後の日本を直視して身近な暮
らしに根差して発信し、また発言し続けました。 

さて、思いもしなかったプーチン・ロシアのウクライナへの軍事侵攻を見て、旧満洲へ
のソ連軍の侵攻を思い出された方も多いかと思います。スターリン率いるソ連邦による蛮
行と同じような一般市⺠への虐殺や婦女子への凌辱が起こっています。戦争下につきもの
と言ってもいいこのような蛮行は、旧日本軍が中国や東南アジアでも起こしていました。
そのことを充分に意識しつつプーチン・ロシアの戦争犯罪を糾弾していく必要があるでし
ょう。 

今回のウクライナ侵攻を見て、一部の政治家から「日本もアメリカと核を共有すべき」
というような発言が出てきております。このような論議に加担することなく、彼らの「火
事場泥棒的な発言」を徹底的に批判し葬りさせなければいけないと思います。そういう意
味でも、王希奇さんの⼤作「一九四六」展の今日的な意義は⼤きいかと思います。この８
⽉に神⼾で開催されますが、多くの方々に見ていただければと思います。 

なお、寄稿された原稿の写真は制作費用の関係ですべてカラーにはできませんでした。
ご事情を理解いただき、ご寛容のほどお願いします。また次号も会員、読者諸氏の原稿を

歓迎します。基本的には横書きのワードで左右 30ｍｍ、主文は 10・5 ポイント、長くても

10 頁以内、次号 35号の締め切りは今年、2022年 10 月末ですので、よろしくお願いしま

す。（大類） 
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